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 AUTONUMLGL  
開催要領
	セッション名
	“会議は踊る、されど進まず”を解消！「キャプテン」ファシリテーション体験版

	実施日
	2018年11月13日 (火) 13:00 - 15:00
	講師
	シンメトリー・ジャパン株式会社代表　木田知廣


 AUTONUMLGL  
日本の人事部ホームページより告知文
「ファシリテーション」を「中立の立場から議論の交通整理をすること」と理解していませんか？

実はこの認識は誤解。このような「傍観者」的な姿勢はビジネスの現場では不要であり、これからは、企業内部でみずからが積極的に議論をまとめていく「当事者」としてのファシリテーターの育成が求められます。

本ワークショップでは、会議を円滑に進める「キャプテン」ファシリテーションを体感いただきます。

 AUTONUMLGL  
当日の進行
	時間
	内容

	13:00 - 13:20
	イントロダクション

	13:20 - 13:40
	キャプテン･ファシリテーションとは

	13:40 - 14:10
	ファシリテーション･ロールプレイ1

「社員旅行の行き先をどこにするか」をテーマにロールプレイング。参加者のそれぞれが別の行き先を考えており、しかもコミュニケーションスタイルも異なる中、どのように発言を引き出すかを学ぶ
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ロールプレイングの「役割カード」

	14:10 - 14:20
	振り返り

「オブザーバー」と呼ばれる、ロールプレイングには参加せずに横から見ている人を中心にロールプレイングの振り返り

	14:20 - 14:25
	休憩

	14:25 - 14:45
	ファシリテーション･ロールプレイ2

「新たに導入する出退勤管理システムをどれにするか」をテーマにロールプレイング。人事部、IT部、経営企画部など、利害が対立しがちな様々な部署が集まった際、合意を形成するには「交渉」の要素も必要であることを学ぶ

	14:45 - 14:55
	解説

	14:45 - 15:00
	本日のまとめ


 AUTONUMLGL  
所感
下記、代表的な所感を記載しました。適宜ご修正ください。
・
ファシリテーターは中立の立場でないということが発見だった。また、そのために会議の冒頭で「ボスザル」になる必要性には納得した

・
ロールプレイングを2回できたので、実践的に学べた

・
オブザーバーは、事前全参加者の役割カードを読んだ上でロールプレイングを見ることができるので、発言者の意図が読み取りやすく、実務にもいかせそうと感じた
・
ファシリテーションだけでなく、リーダーシップという観点からも発見があった。メンバーの意見を柔軟に取り入れながら、全員で合意を形成するというのは、まさにリーダーに必要なことだと思う
・
グループでの振り返りとインプットのバランスがよかった
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